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北海道における胃疾患の現況 
―過去10年間のアンケート結果から―
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北海道における胃疾,患の現況

－過去10年間のアンケート結果から－

矢吹 英彦 江端 英隆松田年水戸廻郎
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1978～1987年の１０年間の道内の胃疾患を前半５年（以後前期)，後半５年（以後後期）

に分けアンケート調査した。胃癌における早期癌の比率は前期34.4％，後期42.8％である。

Ａ，Ｍ領域癌の早期癌比率は約50％であるが，Ｃ領域癌は30％以下であった。Borrmann

Ⅳ型胃癌の比率は前後期とも約10％であり殆ど変化がなかった。手術は全摘例，他臓器合

併切除例の増加など拡大の方向にあるが，非切除例が10％前後ある。年齢別では70歳代以

上に増加傾向があった。悪性リンパ腫のリンパ節転移率は約40％，平滑筋肉腫の肝転移率

は約６％，リンパ節転移率は約23％であった。胃十二指腸漬傷の手術総数は激減している

が，穿孔例の手術数は不変である。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：胃疾患アンケート調査，胃癌，悪性リンパ腫，平滑筋肉腫胃十二指

腸潰傷

記載のあった前期症例3,844例，後期症例4,697例の

肉眼分類を示す（図１）。前期症例中早期癌の比率は

34.4％，後期では42.8％であった。BorrmannⅣ型胃

癌の比率は前期の10.6％から9.8％へと僅かに減少し

は じめに

本道において過去10年間に外科的治療法の対象とな

った胃疾患を各施設より集計し，胃癌の現況，非上皮

性腫傷の動向，Ｈ２ブロツカー登場後の胃十二指腸漬

傷手術の質的変化などの調査を行なったので，その概

要を報告する◎
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道内の主だった50施設に“胃疾患治療の現況”に関

するアンケートを発送し23施設からご協力をいただい

た（回答率46％)。

調査法は過去10年の各施設における胃疾患手術症例

を前期と後期に分け，それぞれ胃癌，悪性リンパ腫

その他の非上皮性腫傷，胃十二指腸漬傷の最近の１０年

間における変遷を追った。
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表３アンケート協力施設名（23施設）

北海道における胃疾患の現況1９３

告')と対比すると，全国平均の早期癌の比率は27.0％

であるのに対し，本道のそれは現在では約43％，また

切除率は全国平均85.06％なのに対し91.8％といずれ

も全国平均をうわまっていた。

２．胃悪性リンパ腫

全道から106例が集計された。高木ら2)によれば本

疾患のリンパ節転移率は55％であったとしているが，

本道では44例41.5％であり，現時点では約半数はリン

パ節転移があるものと考え郭清を決定すべきと思われ

る。また術式別では約40％が全摘されていた。

３．その他の非上皮性腫傷

頻度的には平滑筋腫が最も多く，以下平滑筋肉腫，

迷入牌，神経鞘腫，その他の順であり信田ら3)の報告

とほぼ一致した。平滑筋肉腫は35例が集まり，肝転移

率は5.7％，リンパ節転移率は22.9％であった。本疾

患の切除の際に参考になるものと考えられる。

４．胃十二指腸漬傷

1982年１月にＨ２ブロツカーが登場している。従っ

て前期の５年はほぼこの薬の恩恵に預からなかった時

代であり，後期の５年はこの薬の評価の時代といえる。

各施設の回答によれば，Ｈ２ブロツカーの登場以来胃

十二指腸漬傷の手術症例は激減したが緊急手術例は変

化していないとのことであった。これらの裏づけとし

て緊急手術の２大原因である出血，穿孔例をさぐると，

前期においては出血例218例，穿孔例183例の計401例

であり，後期ではそれぞれ160例，188例の計348例で

あった。この様に緊急手術例のうち，穿孔による手術

数はかえって増加していることがわかる。出血例が減

少しているのは近年発達した内視鏡的止血術のためと

考えられる。またそのほかの狭窄，癌との鑑別困難，
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1982年）の５年間では早期癌の比率は34.4％であった

が，後期（1983～1987年）の５年間では42.8％に上昇

していた。しかしBorrmannⅣ型胃癌の比率は10.6％

から９．８％へとわずかに減少しているのみであり，依

然としてこのタイプの胃癌の早期発見が困難であるこ

とが示された。また部位別にみた早期癌の比率は，Ｍ

領域を中心としたものでは前期の42.9％から後期では

53.7％と半数以上が早期癌であった。Ａ領域でもほぼ

同様の結果であり，３８．９％から46.1％へとほぼ半数が

現在では早期癌となっている。しかしｃ領域癌では前

期の24.2％から28.1％へと早期癌の発見率は着実に向

上しているものの，依然として２／３以上が進行癌の

ままである。年齢分布からの分析では，近年高齢者の

癌患者の増加が全国的に問題になっているのと同様，

本道でも40歳代の胃癌患者の減少と，７０歳代以上の,患

者の増加が目だってきている。また術式別の検討では，

切除できずに終わった比率は前期の13.4％から9.2％

へと，若干ではあるが改善している。他臓器合併切除

例も15.9％から17.4％へ，遠位側切除例が若干減って

全摘例が増加するなど，道内の最近10年間の動向は，

全体に手術の拡大に向かっているものといえる。再建

法では，遠位側切除例においてはビルロートＩ法がよ

り増加している。近位側切除例では食道胃吻合が殆ど

であり，全摘例ではRoux.Ｙ法が67.6％，doubletract

法20.6％,Interposition法4.6％などであった｡術後管

理の主体は，全摘・近位側切除例には．ほとんどの施設

がIVH管理をしており，遠位側切除例では施設によ

って様々であった。また最近の医療事情を反映してか

蛋白製剤の使用はできる限り制限していると述べた施

設が多かった。これらの結果を全国胃がん登録調査報
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